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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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ナノテクノロジー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事15件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | ナノ設計

銀ナノ触媒|HZBのCO2還元、エネルギー消費
30%削減と生成効率
HZBが主導する研究チームが、銀ナノ粒子をベースとした電極
触媒を用いることで、二酸化炭素(CO2)を電気化学的に一酸化炭
素(CO)へ還元するプロセスの効率と費用対効果を大幅に向上さ
せました。最適な銀ナノ粒子の直径は約10nmで、炭素材料上に
疎に分布している場合に最高の収率が得られることを実証。さ
らに、電解液にアルデヒドを加えることで、副反応である酸素
発生反応(OER)をアルデヒド酸化反応に置き換え、プロセス全体
のエネルギー消費を30%以上削減し、同時にギ酸と水素ガスも
生成することに成功しました。

シグナル 02 | 合成

クマリンク結合COF|NIMTEの水素生成、量子
収率37.95%の性能
中国科学院寧波材料技術・工程研究所(NIMTE)などの研究チーム
が、水素製造のための高効率光触媒水分解を可能にするクマリ
ンク結合共有結合性有機骨格(COF)を開発しました。この新規
COFは、従来のイミン結合COFと比較して電荷分離が約1,000倍
長く持続し、大幅な効率向上を実現。Ptナノ粒子を助触媒とし
て使用した場合、440nmの照射下で531 mmol g-1 h-1の水素発
生速度を達成し、405nmにおける見かけの量子収率は37.95%と
いう高値を示しました。

シグナル 03 | 材料統合

OCSiAlのTUBALL|グラフェンナノチューブの
量産と性能向上
OCSiAlは、独自の低コスト量産技術により、商用利用可能な初
のグラフェンナノチューブ(GNT)製品TUBALLTMを市場に投入し
ました。この画期的な材料は、高濃度シリコン含有アノードに
おいてバッテリーのサイクル寿命を大幅に改善し、エネルギー
密度を最大400 Wh/kg、1,000 Wh/lまで向上させることを可能に
します。

シグナル 04 | 用途実証

銀ナノ粒子ハイブリッド|中国チームの脊髄損
傷治療、運動機能の改善効果
中国の研究者チームが、伝統医学植物であるハマビシ(Tribulus
terrestris)の葉抽出物を用いて、銀ナノ粒子と金属有機構造体を
融合させた新規ハイブリッドナノ材料を開発しました。このナ
ノコンポジットは、ラットの脊髄損傷モデルにおいて顕著な治
療効果を示し、運動機能の改善、運動ニューロンの保護、瘢痕
形成アストロサイト活性の減少、および感覚回復の促進が確認
されました。

編集判断

今週の経営判断は ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換する道筋 に集中する。自社条件で
関連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価を集中する.
2. 供給企業: 分散、界面、ロット再現性、EHS、量産採算を同時に示す.
3. 経営層: スケールアップ、計測、毒性、歩留まり、界面安定性.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

10nm
A02

数値の条件

HZBが主導する研究チームが、銀ナノ粒子をベースとした電極触媒を用いることで、二酸化炭
素(CO2)を電気化学的に一酸化炭素(CO)へ還元するプロセスの効率と費用対効果を大幅に向上
させました。最適な銀ナノ粒子の直径は約10nmで、炭素材料上に疎に分布している場合に最
高の収率が得られることを実証。

000倍
A03

数値の条件

中国科学院寧波材料技術・工程研究所(NIMTE)などの研究チームが、水素製造のための高効率
光触媒水分解を可能にするクマリンク結合共有結合性有機骨格(COF)を開発しました。この新規
COFは、従来のイミン結合COFと比較して電荷分離が約1,000倍長く持続し、大幅な効率向上を
実現。Ptナノ粒子を助触媒として使用した場合、440nmの照射下で531 mmol g-1 h-1の水素発
生速度を達成し、405nmにおける見かけの量子収率は37.

400 W
A09

数値の条件

OCSiAlは、独自の低コスト量産技術により、商用利用可能な初のグラフェンナノチューブ
(GNT)製品TUBALLTMを市場に投入しました。この画期的な材料は、高濃度シリコン含有アノー
ドにおいてバッテリーのサイクル寿命を大幅に改善し、エネルギー密度を最大400 Wh/kg、
1,000 Wh/lまで向上させることを可能にします。

5分
A01

数値の条件

中国の研究者チームが、伝統医学植物であるハマビシ(Tribulus terrestris)の葉抽出物を用いて、
銀ナノ粒子と金属有機構造体を融合させた新規ハイブリッドナノ材料を開発しました。このナ
ノコンポジットは、ラットの脊髄損傷モデルにおいて顕著な治療効果を示し、運動機能の改善、
運動ニューロンの保護、瘢痕形成アストロサイト活性の減少、および感覚回復の促進が確認さ
れました。

2026年
A06

数値の条件

2026年9月30日より施行される「GHS(化学品の分類および表示に関する世界調和システム)第
11版改訂」により、ナノ材料試薬に対する新たな表示および安全データシート(SDS)要件が導
入されました。この改訂は、粒子が100nm未満の物質が50%以上含まれる製品に特化したハザー
ド分類、新しいピクトグラム、およびSDSの拡張セクションを義務付けます。これにより、ナ
ノ材料の安全性情報伝達が強化され、国際的な規制調和が図られます。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

ナノ設計
P01/P06

HZBが主導する研究チー
ムが、銀ナノ粒子をベー
スとした電極触媒を用
いることで、二酸化炭
素(CO2)を電気化学的に
一酸化炭素(CO)へ還元
するプロセスの効率と
費用対効果を大幅に向
上させました。

2

合成
P02/P07

中国科学院寧波材料技
術・工程研究所(NIMTE)
などの研究チームが、
水素製造のための高効
率光触媒水分解を可能
にするクマリンク結合
共有結合性有機骨格
(COF)を開発しました。

3

材料統合
P03/P08

OCSiAlは、独自の低コ
スト量産技術により、
商用利用可能な初のグ
ラフェンナノチューブ
(GNT)製品TUBALLTMを
市場に投入しました。

4

用途実証
P04/P09

中国の研究者チームが、
伝統医学植物であるハ
マビシ(Tribulus
terrestris)の葉抽出物を
用いて、銀ナノ粒子と
金属有機構造体を融合
させた新規ハイブリッ
ドナノ材料を開発しま
した。

5

量産・安全
P05/P10

2026年9月30日より施
行される「GHS(化学品
の分類および表示に関
する世界調和システム)
第11版改訂」により、
ナノ材料試薬に対する
新たな表示および安全
データシート(SDS)要件
が導入されました。

各受渡しで必要な証拠

ナノ設計 → 合成 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

合成 → 材料統合 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

材料統合 → 用途実証 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

用途実証 → 量産・安全 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01
P02

P03

P04

P05

P06P07
P08

P09
P10

P01 銀ナノ触媒|HZBのCO2還元、エネルギー
消費30%削減と生成効率
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 クマリンク結合COF|NIMTEの水素生成、
量子収率37.95%の性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P03 OCSiAlのTUBALL|グラフェンナノチュー
ブの量産と性能向上
システム・導入 | 根拠: 量産

P04 銀ナノ粒子ハイブリッド|中国チームの
脊髄損傷治療、運動機能の改善効果
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 GHS第11版改訂|ナノ材料試薬のSDS要
件と2026年施行日
事業・制度・供給 | 根拠: 規制

P06 Hebei Woqinのエアロゲル断熱材|熱伝
導率0.017W/(m·K)の性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 CO2電解還元|HZBがナノ銀触媒でエネ
ルギー消費を30%削減
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 ホウ素炭素窒化物(BCN)|東京大学のp
型2D半導体、オン/オフ比108
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 HydroGraphのフラクタルグラフェン
|Hyperionプロセスの性能
システム・導入 | 根拠: 導入

P10 OCSiAlの単層CNT「TUBALLTM」がLi
イオン電池でエネルギー密度+10
Wh/kg向上とDCR成を評価
システム・導入 | 根拠: 量産

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 銀ナノ触媒|HZBのCO2還元、エネルギー消費30%削減と生成効率

A02 | ナノ設計 | 共同評価 日付未収録

FACT
HZBが主導する研究チームが、銀ナノ粒子をベースとした電極
触媒を用いることで、二酸化炭素(CO2)を電気化学的に一酸化
炭素(CO)へ還元するプロセスの効率と費用対効果を大幅に向上
させました。最適な銀ナノ粒子の直径は約10nmで、炭素材料
上に疎に分布している場合に最高の収率が得られることを実証。
さらに、電解液にアルデヒドを加えることで、副反応である酸
素発生反応(OER)をアルデヒド酸化反応に置き換え、プロセス
全体のエネルギー消費を30%以上削減し、同時にギ酸と水素ガ
スも生成することに成功しました。この最適化された触媒は、
100時間以上にわたりCOに対してほぼ100%という高いファラ
デー効率を維持しました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 クマリンク結合COF|NIMTEの水素生成、量子収率37.95%の性能

A03 | 合成 | 試作 日付未収録

FACT
中国科学院寧波材料技術・工程研究所(NIMTE)などの研究チー
ムが、水素製造のための高効率光触媒水分解を可能にするクマ
リンク結合共有結合性有機骨格(COF)を開発しました。この新
規COFは、従来のイミン結合COFと比較して電荷分離が約1,000
倍長く持続し、大幅な効率向上を実現。Ptナノ粒子を助触媒と
して使用した場合、440nmの照射下で531 mmol g-1 h-1の水素
発生速度を達成し、405nmにおける見かけの量子収率は
37.95%という高値を示しました。このブレークスルーは、ク
リーンエネルギーとしての水素製造コストを大幅に削減する可
能性を秘めています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 OCSiAlのTUBALL|グラフェンナノチューブの量産と性能向上

A09 | 材料統合 | 量産 日付未収録

FACT
OCSiAlは、独自の低コスト量産技術により、商用利用可能な初
のグラフェンナノチューブ(GNT)製品TUBALLTMを市場に投入
しました。この画期的な材料は、高濃度シリコン含有アノード
においてバッテリーのサイクル寿命を大幅に改善し、エネルギー
密度を最大400 Wh/kg、1,000 Wh/lまで向上させることを可能
にします。さらに、従来の添加剤と比較して、充電/放電時の直
流抵抗(DCR)増加を最大3分の1に削減し、LFPおよびLFMPシス
テムで最大+10 Wh/kgのエネルギー密度向上を達成しており、
次世代バッテリー開発を加速させる重要なブレークスルーです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P04 銀ナノ粒子ハイブリッド|中国チームの脊髄損傷治療、運動機能の改善効果

A01 | 用途実証 | 試作 日付未収録

FACT
中国の研究者チームが、伝統医学植物であるハマビシ(Tribulus
terrestris)の葉抽出物を用いて、銀ナノ粒子と金属有機構造体
を融合させた新規ハイブリッドナノ材料を開発しました。この
ナノコンポジットは、ラットの脊髄損傷モデルにおいて顕著な
治療効果を示し、運動機能の改善、運動ニューロンの保護、瘢
痕形成アストロサイト活性の減少、および感覚回復の促進が確
認されました。特に、ナノコンポジットは原料の葉抽出物と比
較してIC50値が5分の1以下(37 μg/mL vs 208 μg/mL)と、はる
かに強力な効果を発揮しました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 08

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 GHS第11版改訂|ナノ材料試薬のSDS要件と2026年施行日

A06 | 量産・安全 | 製品採用 日付未収録

FACT
2026年9月30日より施行される「GHS(化学品の分類および表示
に関する世界調和システム)第11版改訂」により、ナノ材料試
薬に対する新たな表示および安全データシート(SDS)要件が導
入されました。この改訂は、粒子が100nm未満の物質が50%以
上含まれる製品に特化したハザード分類、新しいピクトグラム、
およびSDSの拡張セクションを義務付けます。これにより、ナ
ノ材料の安全性情報伝達が強化され、国際的な規制調和が図ら
れます。化学品サプライヤーは表示とSDSを更新する必要があ
り、ナノ材料の安全管理における重要な変化となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P06 Hebei Woqinのエアロゲル断熱材|熱伝導率0.017W/(m·K)の性能

A10 | ナノ設計 | 製品採用 日付未収録

FACT
Hebei Woqinは、従来の断熱材における水分閉じ込めと設置効
率の課題を解決するため、プラスチックカプセル化が不要な「
Bare Core」エアロゲル断熱ストリップを開発しました。この
プレミアムSグレードエアロゲルマトリックスは、25°Cの周囲
温度で0.017 W/(m·K)という極めて低い熱伝導率を達成し、建
築物の構造スタッド分離において超薄型かつ非常に安定した熱
抵抗を保証します。高い機械的安定性を維持するため、従来の
エアロゲル製品と比較して、よりシンプルで耐久性のある断熱
ソリューションを提供します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 09

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 CO2電解還元|HZBがナノ銀触媒でエネルギー消費を30%削減

A08 | 合成 | 研究 日付未収録

FACT
HZBのDr. Prashanth Menezes率いるチームが、銀ナノ粒子触
媒の最適化と電解液へのアルデヒド添加により、CO2をCOへ電
解還元する際のエネルギー消費量を30%以上削減することに成
功しました。直径約10nmのナノ粒子が最適なCO収率を達成し、
アルデヒド酸化反応を酸素発生反応の代わりに利用することで、
COのファラデー効率は100時間にわたりほぼ100%を維持しま
した。この成果は、CO2を価値ある化学品へ変換するプロセス
を、より持続可能かつ経済的に実現するための重要な一歩とな
ります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 ホウ素炭素窒化物(BCN)|東京大学のp型2D半導体、オン/オフ比108

A05 | 材料統合 | 試作 日付未収録

FACT
東京大学の研究チームが、これまで高性能なものが不足してい
たp型2次元半導体として、ホウ素炭素窒化物(BCN)のウェハー
サイズでのエピタキシャル成長に成功しました。このBCN材料
を用いたトランジスタは、108という高いオン/オフ比と、0.9
mA/μmを超えるオン電流、-0.45 Vの閾値電圧を達成し、従来
のp型2次元半導体を凌駕する性能を示しています。このブレー
クスルーは、次世代の低消費電力・高性能な2Dエレクトロニク
スおよびAIチップ開発に不可欠な要素を提供します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 10

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 HydroGraphのフラクタルグラフェン|Hyperionプロセスの性能

A07 | 用途実証 | 製品採用 日付未収録

FACT
HydroGraph Clean Power Inc.は、特許取得済みのHyperion爆
轟プロセスを用いて、グラフェンの商業導入における課題に取
り組んでいる。このボトムアップ合成法により、化学溶剤を必
要とせず、炭素純度99.8%、sp2結合100%の合成フラクタルグ
ラフェン(FGA-1)を製造する。製造されたグラフェンは、機械
的引張強度130 GPa、熱伝導率最大4,000 W/mKという優れた特
性を持ち、産業パートナーに測定可能な性能向上をもたらして
いる。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P10
OCSiAlの単層CNT「TUBALLTM」がLiイオン電池でエネルギー密度+10 Wh/kg向上と
DCR成を評価

A12 | 量産・安全 | 量産 日付未収録

FACT
OCSiAlは、超低コストの量産技術で製造される単層カーボンナ
ノチューブ「TUBALLTM」が、リチウムイオンバッテリーの性
能を大幅に向上させることを実証しました。特にLFPおよび
LFMPバッテリーにおいて、エネルギー密度を最大10 Wh/kg向
上させ、高放電レートでのDCR(直流抵抗)成長を3倍抑制する効
果が確認されています。これにより、400 Wh/kgを超える次世
代バッテリーの実現に向けた重要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換
する道筋」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で
再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示す。

ACTION
30日以内に、システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価
を集中する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 11

関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 システム差が測れ、認定経
路が見える用途へ評価を集
中する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示
す

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定
性.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし



分析対象記事一覧 1/2 正式タイトル / 元記事URL全文

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 12

分析対象記事 | 01-08件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 銀ナノ粒子ハイブリッド|中国チームの脊髄損傷治療、運動機能の
改善効果

https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promi
se-for-healing-spinal-cord-injuries/

A02 銀ナノ触媒|HZBのCO2還元、エネルギー消費30%削減と生成効率 https://www.adlershof.de/en/news/nanosilver-as-an-electrocatalyst-for-
co2-reduction

A03 クマリンク結合COF|NIMTEの水素生成、量子収率37.95%の性能 https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-prod
uction-with-novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/

A04 LNPによるmRNA送達|T細胞で最大83.3%のトランスフェクション
率

https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-
pbmc-t-cell-transfection-application-note-n164

A05 ホウ素炭素窒化物(BCN)|東京大学のp型2D半導体、オン/オフ比
108

https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-
missing-p-type-semiconductor-for-2d-chips/

A06 GHS第11版改訂|ナノ材料試薬のSDS要件と2026年施行日 https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-r
eagents-under-the-2026-regulatory-updates

A07 HydroGraphのフラクタルグラフェン|Hyperionプロセスの性能 https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-
hydrograph-to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/

A08 CO2電解還元|HZBがナノ銀触媒でエネルギー消費を30%削減 https://www.eurekalert.org/news-releases/1145310

https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promise-for-healing-spinal-cord-injuries/
https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promise-for-healing-spinal-cord-injuries/
https://www.adlershof.de/en/news/nanosilver-as-an-electrocatalyst-for-co2-reduction
https://www.adlershof.de/en/news/nanosilver-as-an-electrocatalyst-for-co2-reduction
https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-production-with-novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/
https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-production-with-novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/
https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-pbmc-t-cell-transfection-application-note-n164
https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-pbmc-t-cell-transfection-application-note-n164
https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-missing-p-type-semiconductor-for-2d-chips/
https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-missing-p-type-semiconductor-for-2d-chips/
https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-reagents-under-the-2026-regulatory-updates
https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-reagents-under-the-2026-regulatory-updates
https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-hydrograph-to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/
https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-hydrograph-to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/
https://www.eurekalert.org/news-releases/1145310


分析対象記事一覧 2/2 正式タイトル / 元記事URL全文

Troy Technical | ナノテクノロジー | 情報カットオフ 2026-10-02 13

分析対象記事 | 09-15件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A09 OCSiAlのTUBALL|グラフェンナノチューブの量産と性能向上 https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/CATALOG_ENG_26.10_cMClgO
t.pdf

A10 Hebei Woqinのエアロゲル断熱材|熱伝導率0.017W/(m·K)の性能 https://www.cn-aerogel.com/news/aerogel-thermal-break-strips-stud-is
olation.html

A11 LNP製造の自動化技術とは|MIT開発、BIZON Labsが商業化へ https://daily.dev/posts/a-new-technique-could-accelerate-the-develop
ment-of-rna-therapies-juhusvryr

A12 OCSiAlの単層CNT「TUBALLTM」がLiイオン電池でエネルギー密
度+10 Wh/kg向上とDCR成長3倍抑制を実証、400 Wh/kg+バッテ
リー実現へ

https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/BROCHURE_SWCNT_ENG_26.
09.pdf

A13 ナノ粒子パクリタクセル併用療法|進行肺がん試験で奏効率78.6% https://bioengineer.org/nanoparticle-paclitaxel-boosts-immunotherapy-
response-in-advanced-lung-cancer-trial/

A14 亜鉛空気電池の酸素電極触媒|ペロブスカイト複合体でORR/OER性
能向上

https://bioengineer.org/perovskite-and-carbon-nitride-team-up-to-build
-a-better-battery-catalyst/

A15 セメントスーパーキャパシタとは|3Dプリントによる電力貯蔵構造
材

https://bioengineer.org/concrete-that-stores-power-3d-printed-cement-
supercapacitors-bring-energy-storage-into-building-walls/

https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/CATALOG_ENG_26.10_cMClgOt.pdf
https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/CATALOG_ENG_26.10_cMClgOt.pdf
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#01 銀ナノ粒子ハイブリッド｜中国チームの脊髄損傷治

療、運動機能の改善効果

概要

中国の研究者チームが、伝統医学植物であるハマビシ（Tribulus terrestris）の葉抽出

物を用いて、銀ナノ粒子と金属有機構造体を融合させた新規ハイブリッドナノ材料を開

発しました。このナノコンポジットは、ラットの脊髄損傷モデルにおいて顕著な治療

効果を示し、運動機能の改善、運動ニューロンの保護、瘢痕形成アストロサイト活性

の減少、および感覚回復の促進が確認されました。特に、ナノコンポジットは原料の

葉抽出物と比較してIC50値が5分の1以下（37 µg/mL vs 208 µg/mL）と、はるか

に強力な効果を発揮しました。

公開日 2026年10月01日  Bio & Medicine, Phys.org  中国



詳細

主要成果

中国の研究者チームが、植物由来の抽出物を用いて合成した銀ナノ粒子と金属有機構造

体（MOFs）のハイブリッドナノ材料により、脊髄損傷（SCI）治療において画期的な

成果を達成しました。この新規ナノコンポジットは、ラットの脊髄損傷モデルにおいて

運動機能の改善、運動ニューロンの保存、損傷後の瘢痕形成を抑制するアストロサイト

活性の減少、そして感覚回復の促進という、複数のポジティブな効果を同時に実現しま

した。注目すべきは、ナノコンポジットが、その合成に用いられた生葉抽出物単体と比

較して、約5.6倍強力な効果（IC50 37 µg/mL vs 208 µg/mL）を示した点です。

技術・臨床詳細

材料合成と特性: 研究チームは、伝統医学で用いられるハマビシ（Tribulus

terrestris）の葉抽出物を還元剤として利用し、環境に優しくコスト効率の高い方法

で銀ナノ粒子（AgNPs）を合成しました。これらのAgNPsを金属有機構造体と融合

させることで、複合的な治療効果を持つハイブリッドナノ材料が構築されました。こ

のグリーン合成アプローチは、従来の化学合成法に比べて毒性副生成物のリスクが低

いという利点があります。

脊髄損傷モデルでの効果: ラットの脊髄損傷モデルを用いたin vivo試験では、このナ

ノコンポジットが炎症反応を抑制し、ニューロンのアポトーシスを軽減することが示

されました。具体的には、損傷部位における運動ニューロンの生存率が向上し、通常

損傷後に過剰に活性化し瘢痕組織を形成するアストロサイトの活性が有意に減少しま

した。これにより、損傷部位での神経再生が促進され、結果として運動機能と感覚機

能の両面で顕著な回復が見られました。

薬理学的効果の増強: このハイブリッドナノ材料のIC50値が37 µg/mLであったのに

対し、元のハマビシ葉抽出物では208 µg/mLであり、ナノコンポジット化により有

効成分の細胞レベルでの効果が大幅に増強されたことが示唆されます。これは、ナノ

粒子が生物学的障壁をより効率的に透過したり、有効成分を標的部位に選択的に送達

したりする能力によるものと考えられます。



背景・業界文脈

脊髄損傷は、重篤な運動麻痺や感覚喪失を引き起こし、患者のQOLを著しく低下させる

難治性の疾患です。現在の治療法は限定的であり、神経再生を促進し、機能回復を導く

新たな治療戦略の開発が喫緊の課題となっています。ナノテクノロジーは、その精密な

制御性と生物学的適合性から、再生医療やドラッグデリバリーの分野で大きな期待が寄

せられており、特に植物由来のナノ材料は、その生体適合性や持続可能性から注目を集

めています。

今後の展望

今回の研究成果は、脊髄損傷治療におけるナノ医療の新たな道を開くものです。植物由

来のナノ材料を活用することで、より安全で効率的な治療法の開発が加速される可能性

があります。今後は、このナノコンポジットの長期的な安全性評価、作用機序のさらな

る解明、およびより大規模な前臨床試験を経て、最終的にはヒト臨床応用への展開が期

待されます。この技術が実用化されれば、脊髄損傷患者の機能回復に大きく貢献し、そ

の生活の質を劇的に改善する可能性を秘めています。

元記事: https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promise-for-healing-

spinal-cord-injuries/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promise-for-healing-spinal-cord-injuries/
https://bioengineer.org/plant-powered-silver-nanoparticles-show-promise-for-healing-spinal-cord-injuries/


#02 銀ナノ触媒｜HZBのCO2還元、エネルギー消費

30%削減と生成効率

概要

HZBが主導する研究チームが、銀ナノ粒子をベースとした電極触媒を用いることで、

二酸化炭素（CO₂）を電気化学的に一酸化炭素（CO）へ還元するプロセスの効率と費

用対効果を大幅に向上させました。最適な銀ナノ粒子の直径は約10nmで、炭素材料

上に疎に分布している場合に最高の収率が得られることを実証。さらに、電解液にア

ルデヒドを加えることで、副反応である酸素発生反応（OER）をアルデヒド酸化反応

に置き換え、プロセス全体のエネルギー消費を30%以上削減し、同時にギ酸と水素ガ

スも生成することに成功しました。この最適化された触媒は、100時間以上にわたり

COに対してほぼ100%という高いファラデー効率を維持しました。

公開日 2026年09月30日  Technology Park Berlin Adlershof (from HZB)  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのヘルムホルツ・ツェントルム・ベルリン（HZB）が主導する研究チームは、銀

ナノ粒子を基盤とする革新的な電極触媒の開発により、二酸化炭素（CO₂）の一酸化炭

素（CO）への電気化学的還元プロセスにおいて、エネルギー消費を30%以上削減し、

同時に高い選択性と安定性を達成しました。特に、最適化された触媒は100時間という

長期間にわたり、CO生成でほぼ100%のファラデー効率を維持し、産業応用への大き

な道を開きました。

技術・臨床詳細

触媒の最適化: 研究では、銀ナノ粒子の直径を約10nmとし、これらを炭素材料上に

均一かつ疎に分布させることで、CO₂還元反応の触媒活性と選択性を最大限に高める

ことに成功しました。この特定の構造が、CO₂分子の吸着と変換に最適な表面積と活

性サイトを提供します。

エネルギー消費の劇的な削減: 通常、CO₂還元反応のアノード側では酸素発生反応

（OER）が起こり、多くのエネルギーを消費します。研究チームは、電解液に特定の

アルデヒドを添加することで、このOERをよりエネルギー効率の良いアルデヒド酸化

反応に置き換えました。これにより、プロセス全体のエネルギー消費を30%以上削

減することが可能となり、COだけでなく、高価値なギ酸や水素ガスも同時に生成さ

れるという副次的なメリットも得られました。この共生成は、プロセスの経済性を大

幅に向上させます。

長期安定性と高効率: 開発された触媒システムは、高いファラデー効率を長期にわた

って維持できることが実証されました。具体的には、100時間もの連続運転におい

て、COへの選択性がほぼ100%という驚異的な値で安定しており、これは工業プロ

セスにおける実用化の可能性を強く示唆しています。



背景・業界文脈

地球温暖化対策として、大気中のCO₂を有効な化学物質に変換する「CO₂回収・利用

（CCU）」技術は、喫緊の課題となっています。特に、電気化学的なCO₂還元は、再生

可能エネルギーを利用することで、カーボンニュートラルな燃料や化学品を生産できる

可能性を秘めています。しかし、これまでの触媒は、効率が低い、選択性が不十分、寿

命が短い、または貴金属を使用するためコストが高いといった課題に直面していまし

た。HZBのこの研究は、これらの課題を克服し、CO₂還元技術の実用化を大きく前進さ

せるものです。

今後の展望

今回の成果は、CO₂を価値ある資源へと変換する技術の商業化に向けた重要な一歩とな

ります。30%以上のエネルギー削減と、COに対してほぼ100%という長期安定したフ

ァラデー効率は、この技術が将来的に大規模な産業プロセスで利用される可能性を強く

示しています。今後、この技術をさらにスケールアップし、異なる種類のCO₂源や生成

物への適用可能性を探る研究が求められます。アルデヒド共生成のメカニズムのさらな

る解明と最適化も、プロセスの経済性を高める上で重要です。この技術が実用化されれ

ば、化学産業におけるCO₂排出量削減と持続可能な生産システムの構築に大きく貢献す

ると期待されます。

元記事: https://www.adlershof.de/en/news/nanosilver-as-an-electrocatalyst-for-co2-reduction

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.adlershof.de/en/news/nanosilver-as-an-electrocatalyst-for-co2-reduction


#03 クマリンク結合COF｜NIMTEの水素生成、量子収

率37.95%の性能

概要

中国科学院寧波材料技術・工程研究所（NIMTE）などの研究チームが、水素製造のた

めの高効率光触媒水分解を可能にするクマリンク結合共有結合性有機骨格（COF）を

開発しました。この新規COFは、従来のイミン結合COFと比較して電荷分離が約

1,000倍長く持続し、大幅な効率向上を実現。Ptナノ粒子を助触媒として使用した場

合、440nmの照射下で531 mmol g⁻¹ h⁻¹の水素発生速度を達成し、405nmにおける

見かけの量子収率は37.95%という高値を示しました。このブレークスルーは、クリ

ーンエネルギーとしての水素製造コストを大幅に削減する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月25日  KETMarket Open Innovation Ecosystem (from Ningbo

Institute of Materials Technology and Engineering)  中国



詳細

主要成果

中国科学院寧波材料技術・工程研究所（NIMTE）の研究チームは、高効率の水素製造を

可能にする革新的なクマリンク結合共有結合性有機骨格（COF）光触媒を開発しまし

た。この新規COFは、電荷分離状態が従来のイミン結合COFと比較して約1,000倍長く

持続するという驚異的な性能を示し、405nmの光照射下で37.95%という記録的な見

かけの量子収率（AQY）を達成しました。このブレークスルーは、持続可能なクリーン

エネルギーとしての水素製造の商業的実現可能性を大きく前進させるものです。

技術・臨床詳細

クマリンク結合COFの設計と合成: 研究チームは、従来のCOFに見られるイミン結合

の不安定性や電荷分離効率の低さという課題を克服するため、より堅牢で電子移動特

性に優れたクマリンク結合を基盤とするCOFを設計・合成しました。クマリンク結

合は、その高い剛性と共役性により、光励起によって生成される電荷キャリアの再結

合を効果的に抑制します。

電荷分離寿命の飛躍的向上: 開発されたクマリンク結合COFは、電荷分離状態の寿命

がナノ秒からマイクロ秒のオーダーにまで延長され、従来のCOF（ピコ秒からナノ

秒）と比較して約1,000倍長く持続することが分かっています。この大幅な電荷分離

寿命の延長が、水分解反応に利用できる光生成キャリアの数を最大化し、光触媒活性

の劇的な向上に直結します。

高効率な水素発生: Ptナノ粒子を助触媒として使用した場合、このクマリンク結合

COFは優れた光触媒活性を発揮しました。特に、440nmの波長の光照射下で531

mmol g⁻¹ h⁻¹という高い水素発生速度を達成し、さらに405nmの単色光照射下で

は、見かけの量子収率が37.95%という世界最高レベルの値を記録しました。これ

は、COFベースの光触媒における水分解性能の新たなベンチマークを確立するもので

す。



背景・業界文脈

水素は、燃焼時に二酸化炭素を排出しない究極のクリーンエネルギーキャリアとして注

目されています。しかし、現在の水素製造プロセスの多くは化石燃料に依存しており、

環境負荷が高いという課題があります。光触媒水分解による水素製造は、太陽光と水と

いう豊富な資源を利用できるため、持続可能な水素経済を実現するための理想的な方法

と考えられています。共有結合性有機骨格（COF）は、その規則的な多孔質構造と調整

可能な電子特性から、次世代の光触媒材料として大きな期待が寄せられていましたが、

電荷キャリアの急速な再結合が効率向上のボトルネックとなっていました。

今後の展望

今回のクマリンク結合COFの開発は、光触媒水分解による水素製造技術の商業化に向け

た大きな一歩です。電荷分離寿命の1,000倍向上と37.95%という高量子収率は、クリ

ーン水素製造のコストと効率の課題を解決する可能性を秘めています。今後、このCOF

の合成プロセスをスケールアップし、耐久性や長期安定性をさらに評価することが重要

です。また、Pt以外の安価な助触媒との組み合わせや、太陽光スペクトルのより広い範

囲を吸収できるCOFの設計など、実用化に向けたさらなる最適化が期待されます。この

技術が確立されれば、世界のエネルギー転換に大きく貢献し、持続可能な社会の実現を

加速するでしょう。

元記事: https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-production-with-

novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-production-with-novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/
https://ketmarket.eu/knowledgebase/researchers-boost-hydrogen-production-with-novel-covalent-organic-framework-photocatalyst/


#04 LNPによるmRNA送達｜T細胞で最大83.3%のトラ

ンスフェクション率

概要

新しいイオン性脂質リポナノ粒子（LNP）処方が、ヒト末梢血単核細胞（PBMC）内

のT細胞で83.3%、B細胞で74.7%という極めて高いmRNAトランスフェクション率を

達成し、同時に細胞毒性は検出されませんでした。この研究は、事前活性化された免

疫細胞集団への効率的かつ安全なLNP送達の強力な概念実証を示しています。この技

術は、がん免疫療法や自己免疫疾患治療など、免疫細胞を標的とする革新的なmRNA

治療薬の開発を大きく加速させる可能性を秘めています。

公開日 2026年09月24日  JC Discovery  フランス



詳細

主要成果

新しいイオン性脂質をベースとするLNP（リポナノ粒子）処方が、ヒト末梢血単核細胞

（PBMC）におけるmRNA送達において、事前活性化されたT細胞およびB細胞でそれ

ぞれ83.3%および74.7%という非常に高いトランスフェクション効率を達成しました。

特筆すべきは、この高い効率が細胞毒性を伴わない形で実現された点です。これによ

り、治療関連の免疫細胞集団へのLNPを介したmRNA送達が、極めて効果的かつ安全で

あることが実証されました。

技術・臨床詳細

研究では、フローサイトメトリー分析を通じて、LNP-mRNAがT細胞およびB細胞に効

率的に導入され、目的のタンパク質が発現していることが確認されました。既存のLNP

送達システムは肝臓などの特定の臓器への指向性が強い傾向がありますが、本研究の成

果は、免疫細胞特異的なmRNA送達における重要な進展を示しています。細胞毒性の欠

如は、治療応用に不可欠な安全プロファイルを提供し、遺伝子編集、CAR-T細胞療法、

または免疫調整のためのmRNAベースの治療法において、免疫細胞を直接操作する可能

性を広げます。

背景・業界文脈

mRNA技術は、新型コロナウイルスワクチンでその効果を証明して以来、がん治療、遺

伝子疾患、自己免疫疾患など、幅広い治療領域で大きな注目を集めています。しかし、

mRNAを目的の細胞に効率的かつ安全に送達することは、依然として大きな課題です。

特に免疫細胞への標的送達は、細胞治療やワクチン開発において極めて重要であり、今

回のLNP処方は、その課題を克服する画期的なアプローチを提供します。

今後の展望

この新しいLNP処方は、免疫細胞を直接標的とすることで、がん免疫療法におけるキメ

ラ抗原受容体T細胞（CAR-T）のin vivoでの生成や、自己免疫疾患に対する免疫抑制性

サイトカインの局所的な発現誘導など、革新的な治療戦略の実現を可能にします。将来

的には、これらのLNPが、より精密でパーソナライズされたmRNA治療薬の開発に貢献

し、多くの患者に新たな治療選択肢をもたらすことが期待されます。



元記事: https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-pbmc-t-cell-

transfection-application-note-n164

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-pbmc-t-cell-transfection-application-note-n164
https://ozbiosciences.com/blog/lnp-mediated-mrna-delivery-in-human-pbmc-t-cell-transfection-application-note-n164


#05 ホウ素炭素窒化物(BCN)｜東京大学のp型2D半導

体、オン/オフ比108

概要

東京大学の研究チームが、これまで高性能なものが不足していたp型2次元半導体とし

て、ホウ素炭素窒化物（BCN）のウェハーサイズでのエピタキシャル成長に成功しま

した。このBCN材料を用いたトランジスタは、10⁸という高いオン/オフ比と、0.9

mA/µmを超えるオン電流、-0.45 Vの閾値電圧を達成し、従来のp型2次元半導体を凌

駕する性能を示しています。このブレークスルーは、次世代の低消費電力・高性能な

2DエレクトロニクスおよびAIチップ開発に不可欠な要素を提供します。

公開日 2026年09月30日  AZoNano  日本



詳細

主要成果

東京大学のVincent Tung氏らの研究チームは、これまで高性能なものが欠けていたp型

2次元半導体の分野において、ホウ素炭素窒化物（BCN）のウェハーサイズでのエピタ

キシャル成長に世界で初めて成功しました。この画期的な成果により、開発されたBCN

ベースのトランジスタは、10⁸という驚異的なオン/オフ比、0.9 mA/µmを超える高オ

ン電流、そして実用的な-0.45 Vの閾値電圧を達成し、既存のp型2次元半導体の性能を

大幅に上回ることを示しました。

技術・臨床詳細

2次元材料は、極めて薄く、優れた電子特性を持つことから、次世代のエレクトロニク

スにおいて重要な役割を担うと期待されています。しかし、特に高性能なp型半導体の

開発は、n型半導体と比較して困難であり、2Dチップの集積化におけるボトルネックと

なっていました。本研究では、高度な化学気相成長（CVD）法を最適化し、直径数イン

チに及ぶウェハー上でBCNを均一かつ結晶性高く成長させることに成功しました。

BCNはグラフェンに似た構造を持ちながら、ホウ素と窒素の導入によりバンドギャップ

を形成し、p型ドーピング特性を付与することができます。この高いキャリア移動度と

優れたゲート制御能力が、今回のトランジスタ性能向上に寄与しています。

背景・業界文脈

データセンターやAIチップの消費電力は増大の一途をたどっており、これを劇的に削減

する技術が強く求められています。現在のシリコンベースの半導体は物理的限界に近づ

いており、2次元材料は、その原子レベルの薄さから、より高密度で低消費電力のチッ

プを実現する可能性を秘めています。特に、バランスの取れたn型およびp型2次元半導

体が揃うことで、CMOS（相補型金属酸化膜半導体）のような効率的な論理回路を構築

できるようになり、2Dエレクトロニクスの実用化が加速します。



今後の展望

このウェハーサイズBCN p型半導体の開発は、次世代の超低消費電力・高性能な2Dエ

レクトロニクスチップ、特にAIチップの実現に向けた重要なマイルストーンとなりま

す。高いオン/オフ比とオン電流は、データセンターにおけるエネルギー効率の大幅な

改善や、エッジAIデバイスのバッテリー寿命延長に直結します。東京大学の研究は、グ

ラフェンや二硫化モリブデン（MoS₂）といった他の2D材料と組み合わせることで、完

全に2次元材料で構成された高機能LSIの設計と製造を加速させ、情報通信技術の未来を

再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-missing-p-type-

semiconductor-for-2d-chips/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-missing-p-type-semiconductor-for-2d-chips/
https://bioengineer.org/wafer-scale-boron-carbon-nitride-delivers-the-missing-p-type-semiconductor-for-2d-chips/


#06 GHS第11版改訂｜ナノ材料試薬のSDS要件と

2026年施行日

概要

2026年9月30日より施行される「GHS（化学品の分類および表示に関する世界調和

システム）第11版改訂」により、ナノ材料試薬に対する新たな表示および安全データ

シート（SDS）要件が導入されました。この改訂は、粒子が100nm未満の物質が

50%以上含まれる製品に特化したハザード分類、新しいピクトグラム、およびSDSの

拡張セクションを義務付けます。これにより、ナノ材料の安全性情報伝達が強化さ

れ、国際的な規制調和が図られます。化学品サプライヤーは表示とSDSを更新する必

要があり、ナノ材料の安全管理における重要な変化となります。

公開日 2026年09月30日  Molekula  EU



詳細

主要成果

2026年9月30日より施行されるGHS（化学品の分類および表示に関する世界調和シス

テム）の第11版改訂により、ナノ材料試薬に特化した新たな表示および安全データシー

ト（SDS）の要件が導入されました。この規制変更は、特に、その粒子が100nm未満

である物質が重量比で50%以上含まれる製品を対象としており、詳細なハザード分類、

専用の新しいピクトグラム、およびSDSの拡張セクションを義務付けるものです。

規制内容

今回のGHS改訂（UNECE Rev. 11）は、ナノ材料の特殊な物理化学的特性と潜在的な

健康・環境影響を考慮し、情報伝達の強化を図るものです。具体的には、ナノ材料の形

態、サイズ分布、表面特性などの情報がSDSに明記されることが求められます。また、

ばく露経路や毒性メカニズムに関する最新の科学的知見に基づいたハザード分類が適用

され、ユーザーに対してより明確なリスク情報が提供されます。新しいピクトグラム

は、ナノ材料に特有のハザードを視覚的に伝えるために考案されました。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーの進展に伴い、多様なナノ材料が産業界で利用されるようになり、そ

の安全性評価と適切な情報伝達の重要性が増していました。従来のGHSでは、ナノ材料

固有のリスクを十分にカバーできていないという課題が指摘されていましたが、今回の

改訂はそのギャップを埋めるものです。EUを含む多くの国々がGHSを国内法に取り入

れており、今回の改訂は国際的なナノ材料の安全管理における標準化と調和を促進しま

す。化学品サプライヤーは、既存製品の分類を見直し、新たな要件に準拠した表示およ

びSDSの作成が求められます。



今後の展望

この新しい規制枠組みは、ナノ材料の開発、製造、流通、使用に関わる全てのステーク

ホルダーに対し、より厳格な安全管理を促すことになります。ユーザーは、より透明性

の高いハザード情報を得ることができ、ナノ材料の安全な取り扱いが向上することが期

待されます。長期的には、ナノ材料の安全性研究と革新的な安全対策技術の開発がさら

に加速し、持続可能なナノテクノロジーの発展に寄与するでしょう。企業にとっては、

コンプライアンスの強化と、信頼性の高い製品提供による市場競争力の向上が見込まれ

ます。

元記事: https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-reagents-

under-the-2026-regulatory-updates

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-reagents-under-the-2026-regulatory-updates
https://molekula.com/articles/adapting-ghs-labelling-for-nanomaterial-reagents-under-the-2026-regulatory-updates


#07 HydroGraphのフラクタルグラフェン｜Hyperion

プロセスの性能

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、特許取得済みのHyperion爆轟プロセスを用い

て、グラフェンの商業導入における課題に取り組んでいる。このボトムアップ合成法

により、化学溶剤を必要とせず、炭素純度99.8%、sp2結合100%の合成フラクタルグ

ラフェン（FGA-1）を製造する。製造されたグラフェンは、機械的引張強度130

GPa、熱伝導率最大4,000 W/mKという優れた特性を持ち、産業パートナーに測定可

能な性能向上をもたらしている。

公開日 2026年09月30日  HydroGraph Clean Power Inc. (via Business Focus

Magazine)  カナダ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、特許取得済みのHyperion爆轟プロセスにより、グ

ラフェンの商業化を阻む主要な障壁を克服しました。この革新的なボトムアップ合成法

は、化学溶剤を一切使用せず、炭素純度99.8%、sp2結合100%という極めて高品質な

合成フラクタルグラフェン（FGA-1）の製造を可能にしています。これにより、グラフ

ェンが産業用途で広く採用されるための道が開かれています。

技術・商業詳細

Hyperion爆轟プロセス: HydroGraphのHyperionプロセスは、制御された爆轟反

応を利用して炭素源から直接グラフェンを合成します。このプロセスは、従来のグラ

フェン製造法（例: CVD法や液相剥離法）に比べて、環境負荷が低く、高純度で欠陥

の少ないグラフェンを効率的に生産できる点が特徴です。

合成フラクタルグラフェン（FGA-1）の特性: 製造されるFGA-1は、その優れた物

理的特性が際立っています。機械的引張強度は130 GPaに達し、これは鋼鉄の約

100倍に相当します。また、熱伝導率は最大4,000 W/mKであり、銅の約10倍の効

率で熱を伝導します。これらの特性は、特に複合材料の強化、バッテリー性能の向

上、熱管理ソリューションなど、多様な産業用途で具体的な性能向上をもたらしま

す。

環境に配慮した製造: 化学溶剤を使用しないことで、製造プロセスにおける廃棄物や

環境汚染のリスクを大幅に低減し、持続可能性の高いグラフェン生産を実現していま

す。

背景・業界文脈

グラフェンは「奇跡の素材」として大きな期待を集めてきましたが、その製造における

高コスト、品質の不均一性、および大量生産の困難さが商業化の足かせとなっていまし

た。HydroGraphのHyperionプロセスは、これらの課題に対する有効な解決策を提示

し、特に工業グレードでの信頼性とコスト効率の高いグラフェン供給を可能にする点

で、業界にとって大きな意義があります。



今後の展望

HydroGraphの技術は、グラフェンがこれまでの研究段階から本格的な産業応用段階へ

と移行するための重要な推進力となるでしょう。同社は既に複数の産業パートナーと連

携し、FGA-1の性能検証と製品への組み込みを進めています。自動車、航空宇宙、エレ

クトロニクス、エネルギー貯蔵といった分野において、グラフェンを用いた製品の軽量

化、強度向上、バッテリー寿命の延長、放熱性能の改善など、広範なイノベーションが

期待されます。このスケーラブルな製造技術は、グラフェン市場のさらなる成長と多様

なアプリケーションへの展開を加速させる鍵となるでしょう。

元記事: https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-hydrograph-

to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-hydrograph-to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/
https://businessfocusmagazine.com/2026/09/30/kjirstin-breure-pushes-hydrograph-to-the-forefront-of-the-commercial-graphene-scale-up/


#08 CO2電解還元｜HZBがナノ銀触媒でエネルギー消費

を30%削減

概要

HZBのDr. Prashanth Menezes率いるチームが、銀ナノ粒子触媒の最適化と電解液へ

のアルデヒド添加により、CO2をCOへ電解還元する際のエネルギー消費量を30%以

上削減することに成功しました。直径約10nmのナノ粒子が最適なCO収率を達成し、

アルデヒド酸化反応を酸素発生反応の代わりに利用することで、COのファラデー効率

は100時間にわたりほぼ100%を維持しました。この成果は、CO2を価値ある化学品

へ変換するプロセスを、より持続可能かつ経済的に実現するための重要な一歩となり

ます。

公開日 2026年09月25日  EurekAlert!  ドイツ



詳細

主要成果

HZBのDr. Prashanth Menezes率いる研究チームは、CO2をCO（一酸化炭素）に電

解還元するプロセスにおいて、エネルギー消費量を30%以上削減する画期的な手法を開

発しました。この成功は、最適化された銀ナノ粒子触媒の使用と、電解液へのアルデヒ

ド添加によるもので、COのファラデー効率は100時間にわたってほぼ100%という極

めて高い水準を維持しました。

技術・臨床詳細

この研究では、CO2電解還元に適した銀ナノ粒子の最適なサイズと分布が特定されまし

た。具体的には、直径約10nmのナノ粒子がCOの生成において最高の選択性と収率を

示すことが明らかになりました。さらに重要なのは、電解液にアルデヒドを添加する革

新的なアプローチです。通常、CO2電解還元では、対極で水酸化物イオンを生成する酸

素発生反応（OER）が起こりますが、これには高い過電圧とエネルギー消費を伴いま

す。研究チームは、このOERをアルデヒド酸化反応（AOR）に置き換えることで、プロ

セス全体のエネルギー障壁を大幅に低減しました。AORはOERよりも低い電位で進行

するため、30%以上のエネルギー消費量削減が実現され、かつCOのファラデー効率を

長期にわたりほぼ100%に保つことが可能となりました。

背景・業界文脈

CO2の排出削減は、気候変動対策の世界的課題であり、排出されたCO2を価値ある化

学品や燃料に変換する「CO2利用（CCU）」技術は、持続可能な社会の実現に向けた重

要な戦略の一つです。しかし、CO2は非常に安定した分子であるため、その変換には多

大なエネルギーが必要とされ、効率的な触媒開発が長年の課題でした。この研究成果

は、CO2をCOに変換する電気化学的プロセスを劇的に効率化するものであり、再生可

能エネルギー由来の電力を用いてCO2をCOに変換し、さらに合成ガス（COとH2の混

合物）を製造するプロセス（フィッシャー・トロプシュ合成など）への道を開くもので

す。これにより、化石燃料への依存度を低減し、カーボンニュートラルな燃料や化学品

の生産に貢献できます。



今後の展望

この高度に効率化されたCO2電解還元技術は、CO2利用技術の商業化を大きく加速さ

せる可能性を秘めています。今後、大規模なシステムでの実証、触媒の耐久性や安定性

のさらなる向上、および多様なアルデヒドやその他の有機化合物を対極反応に利用する

研究が進められるでしょう。この技術が実用化されれば、産業界におけるCO2排出量の

削減だけでなく、新たな産業プロセスの創出と経済的価値の創出にも繋がると期待され

ます。特に、再生可能エネルギーが豊富に利用できる地域では、CO2を資源として捉

え、持続可能な方法でCOを生産する未来が現実のものとなるかもしれません。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1145310

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1145310


#09 OCSiAlのTUBALL｜グラフェンナノチューブの量

産と性能向上

概要

OCSiAlは、独自の低コスト量産技術により、商用利用可能な初のグラフェンナノチュ

ーブ（GNT）製品TUBALL™を市場に投入しました。この画期的な材料は、高濃度シ

リコン含有アノードにおいてバッテリーのサイクル寿命を大幅に改善し、エネルギー密

度を最大400 Wh/kg、1,000 Wh/lまで向上させることを可能にします。さらに、従

来の添加剤と比較して、充電/放電時の直流抵抗（DCR）増加を最大3分の1に削減

し、LFPおよびLFMPシステムで最大+10 Wh/kgのエネルギー密度向上を達成してお

り、次世代バッテリー開発を加速させる重要なブレークスルーです。

公開日 2026年09月30日  OCSiAl  ルクセンブルク



詳細

主要成果

OCSiAlは、革新的な低コスト量産技術を確立し、商用利用可能な初のグラフェンナノ

チューブ（GNT）であるTUBALL™を市場に投入しました。このナノ材料は、特にリチ

ウムイオンバッテリーの高濃度シリコン含有アノードにおいて、サイクル寿命を大幅に

改善するとともに、エネルギー密度を最大400 Wh/kgおよび1,000 Wh/lまで向上させ

ることに成功しました。この成果は、電気自動車や携帯電子機器のバッテリー性能を飛

躍的に高める可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

OCSiAlのTUBALL™グラフェンナノチューブは、独自の製造プロセスにより、単層ナノ

チューブを高品質かつ低コストで大量生産することを可能にしています。この材料の特

筆すべき点は、バッテリー電極内での優れた導電性ネットワーク形成能力にあります。

高濃度シリコン含有アノードは、高い理論容量を持つ一方で、シリコンの体積膨張によ

る電極構造の破壊が課題でした。TUBALL™は、この体積膨張を効果的に緩和し、電極

の安定性を向上させることで、サイクル寿命を著しく延ばします。具体的な数値として

は、エネルギー密度を最大400 Wh/kg、体積エネルギー密度を1,000 Wh/lまで引き上

げることが可能です。

また、TUBALL™は従来の導電助剤と比較して、バッテリーの充電/放電サイクルにお

ける直流抵抗（DCR）の増加を最大3分の1にまで抑制します。これにより、バッテリ

ーの発熱を抑え、安全性と急速充電性能を向上させます。さらに、リン酸鉄リチウム

（LFP）およびリン酸鉄マンガンリチウム（LFMP）カソードシステムにおいても、最

大+10 Wh/kgのエネルギー密度向上を達成しており、多様なバッテリー化学における

汎用性と高い性能向上効果を示しています。



背景・業界文脈

世界の電気自動車（EV）市場やポータブル電子機器市場の成長は、より高エネルギー

密度、長寿命、急速充電能力を持つバッテリーへの需要を加速させています。特に、シ

リコンアノードは理論容量が高く次世代アノード材料として期待されていますが、その

体積変化の問題が実用化の大きな障壁となっていました。グラフェンナノチューブは、

その優れた電気伝導性、機械的強度、柔軟性から、この課題を解決する有望な材料とし

て認識されていましたが、商業規模での低コスト生産が困難でした。OCSiAlの技術

は、このボトルネックを打破し、GNTの幅広い産業への普及を可能にするものです。

今後の展望

TUBALL™グラフェンナノチューブの商用化は、バッテリー業界に革命をもたらす可能

性を秘めています。この材料が広く採用されれば、電気自動車の航続距離の延長、充電

時間の短縮、スマートフォンのバッテリー寿命の向上など、消費者にとって直接的なメ

リットが生まれます。また、エネルギー貯蔵システムや航空宇宙分野など、より広範な

高出力・高エネルギー密度アプリケーションへの応用も期待されます。OCSiAlは、こ

の画期的な技術を通じて、バッテリー性能の限界を押し広げ、持続可能なエネルギーソ

リューションの実現に貢献していくでしょう。投資家、エンジニア、研究者にとって、

TUBALL™の動向は、次世代エネルギー技術の方向性を示す重要な指標となるでしょ

う。

元記事: https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/CATALOG_ENG_26.10_cMClgOt.pdf

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/CATALOG_ENG_26.10_cMClgOt.pdf


#10 Hebei Woqinのエアロゲル断熱材｜熱伝導率

0.017W/(m·K)の性能

概要

Hebei Woqinは、従来の断熱材における水分閉じ込めと設置効率の課題を解決するた

め、プラスチックカプセル化が不要な「Bare Core」エアロゲル断熱ストリップを開

発しました。このプレミアムSグレードエアロゲルマトリックスは、25°Cの周囲温度

で0.017 W/(m·K)という極めて低い熱伝導率を達成し、建築物の構造スタッド分離に

おいて超薄型かつ非常に安定した熱抵抗を保証します。高い機械的安定性を維持する

ため、従来のエアロゲル製品と比較して、よりシンプルで耐久性のある断熱ソリュー

ションを提供します。

公開日 2026年09月30日  Hebei Woqin  中国



詳細

主要成果

Hebei Woqin社は、建築物の構造スタッド分離向けに、熱伝導率0.017 W/(m·K)とい

う世界最高水準の高性能「Bare Core」エアロゲル断熱ストリップを開発しました。こ

の革新的な製品は、従来の断熱材が抱える水分閉じ込めや設置効率の課題を解決し、プ

ラスチックカプセル化を不要にすることで、よりシンプルで持続可能な断熱ソリューシ

ョンを提供します。

技術・臨床詳細

Hebei Woqin社が開発した「Bare Core」エアロゲル断熱ストリップは、従来の建築用

断熱材に存在する水分閉じ込めや設置の複雑さといった問題を根本的に解決します。こ

の製品の中心は、同社独自のプレミアムSグレードエアロゲルマトリックスであり、こ

れは25°Cの周囲温度で0.017 W/(m·K)という驚異的な熱伝導率を達成しています。こ

れは、従来のグラスウールやロックウールなどの断熱材と比較して格段に低い数値であ

り、最小限の厚みで最大限の断熱効果を発揮することを意味します。

超低熱伝導率: 0.017 W/(m·K) (25°C)という数値は、建築物の温度勾配全体で超薄

型でありながら非常に安定した熱抵抗を保証します。これにより、壁の厚さを最小限

に抑えつつ、高い省エネルギー性能を実現できます。

高い機械的安定性: このエアロゲル材料は、機械的ストレス下でも高い安定性を維持

します。この特性により、外部からのプラスチックによるカプセル化が不要となり、

製造プロセスが簡素化され、材料使用量も削減されます。

水分管理の改善: 「Bare Core」設計は、従来の断熱材で問題となっていた水分閉じ

込めを防ぎ、結露リスクを低減し、建物の耐久性と居住環境の快適性を向上させま

す。



背景・業界文脈

建築業界では、エネルギー効率規制の強化と持続可能性への要求が高まる中、高性能断

熱材の需要が急速に拡大しています。特に、壁や床の構造材であるスタッドを介した熱

橋は、建物の熱損失の大きな原因となっており、これを効果的に遮断する技術が求めら

れていました。従来の断熱ソリューションでは、厚みや設置の複雑さ、湿気による性能

低下が課題となっていましたが、Hebei Woqin社のエアロゲル断熱ストリップは、これ

らの課題に対する画期的な解決策を提供します。この製品は、次世代の省エネルギー建

築の実現に不可欠な要素となるでしょう。

今後の展望

Hebei Woqin社の「Bare Core」エアロゲル断熱ストリップは、建築業界において広範

な採用が進むと予測されます。その超薄型で高性能な特性は、特にスペースが限られる

都市部の高層ビルや、既存建築物の改修プロジェクトにおいて大きなメリットをもたら

します。また、プラスチックカプセル化が不要である点は、環境負荷低減とリサイクル

性の向上にも寄与し、持続可能な建築材料としての評価を高めるでしょう。今後、さら

なる製造コストの最適化と施工技術の標準化が進めば、この技術は建築業界のスタンダ

ードとなる可能性を秘めています。

元記事: https://www.cn-aerogel.com/news/aerogel-thermal-break-strips-stud-isolation.html

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cn-aerogel.com/news/aerogel-thermal-break-strips-stud-isolation.html


#11 LNP製造の自動化技術とは｜MIT開発、BIZON

Labsが商業化へ

概要

MITの研究者たちは、RNAおよびDNA治療薬を送達する脂質ナノ粒子（LNP）を製造

するための自動化技術を開発し、粒子サイズと形状を正確に制御できるようになりま

した。このプロセスは、人間が介入することなく、2段階混合法とリアルタイム光散乱

測定を組み合わせることで、目標とする粒子サイズを確実に達成します。この技術

は、RNA治療薬の迅速な開発と品質向上に貢献すると期待されており、既に特許が出

願され、MITのdelta vアクセラレーターを通じて新会社BIZON Labsが商業化を進め

ています。

公開日 2026年09月25日  daily.dev (MIT Newsより転載)  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者らが、RNAおよびDNA治療薬の送達に不

可欠な脂質ナノ粒子（LNP）の製造プロセスを自動化する画期的な技術を開発しまし

た。この新技術により、LNPの粒子サイズと形状を人手を介さずに高精度で制御するこ

とが可能となり、RNA治療薬の開発と生産を大幅に加速させることが期待されます。こ

の技術はすでに特許出願されており、新会社BIZON Labsを通じて商業化が進行中で

す。

技術・臨床詳細

MITの研究チームが開発した自動化技術は、LNP製造における重要な課題である粒子サ

イズの均一性と再現性を解決します。このプロセスは、以下の主要な要素を組み合わせ

ています。

2段階混合法: 脂質と核酸（RNAまたはDNA）の混合プロセスを精密に制御すること

で、LNPの形成を最適化します。

リアルタイム光散乱測定: 製造中にLNPの粒子サイズと分布をリアルタイムで監視

し、目標とする粒子サイズからの逸脱を即座に検知・補正します。これにより、バッ

チ間の品質のばらつきを最小限に抑えることができます。

閉鎖系・自動制御: 全プロセスが人間による介入なしに自動で進行するため、汚染の

リスクを低減し、再現性とスケーラビリティを向上させます。

LNPの粒子サイズは、その生体内での安定性、細胞への取り込み効率、および治療効果

に直接影響を与えるため、正確な制御は極めて重要です。この自動化技術は、特に精密

なLNP設計が求められる個別化医療や新規RNA治療薬の開発において、計り知れない価

値を提供します。



背景・業界文脈

RNA治療薬は、COVID-19ワクチンでその効果が実証されて以来、がん、遺伝性疾患、

感染症など、多岐にわたる疾患に対する次世代治療薬として大きな期待が寄せられてい

ます。しかし、mRNAなどの核酸は非常に不安定であり、細胞内へ効率的かつ安全に送

達するためにはLNPのようなキャリアが必要です。LNPの製造は複雑で、特に臨床試験

や商業生産に必要な高品質かつ均一なLNPを安定的に大量生産することが業界全体の課

題でした。MITのこの自動化技術は、この製造ボトルネックを解消し、RNA治療薬の実

用化を加速する上で極めて重要な進歩となります。

今後の展望

このMIT発のLNP製造自動化技術は、BIZON Labsを通じて商業化されることで、RNA

治療薬の開発パイプライン全体にポジティブな影響をもたらすでしょう。製造の効率化

と品質の標準化は、研究開発のコスト削減と時間を短縮し、より多くの革新的なRNA治

療薬が患者に届く道を拓きます。また、特定の臓器や細胞へのLNPターゲティング技術

との組み合わせにより、治療効果の最大化と副作用の最小化が期待されます。この技術

は、個別化医療の進展と、パンデミック対応における迅速なワクチン生産能力の強化に

も貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://daily.dev/posts/a-new-technique-could-accelerate-the-development-of-rna-

therapies-juhusvryr

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://daily.dev/posts/a-new-technique-could-accelerate-the-development-of-rna-therapies-juhusvryr
https://daily.dev/posts/a-new-technique-could-accelerate-the-development-of-rna-therapies-juhusvryr


#12 OCSiAlの単層CNT「TUBALL™」がLiイオン電池

でエネルギー密度+10 Wh/kg向上とDCR成長3倍抑制を

実証、400 Wh/kg+バッテリー実現へ

概要

OCSiAlは、超低コストの量産技術で製造される単層カーボンナノチューブ

「TUBALL™」が、リチウムイオンバッテリーの性能を大幅に向上させることを実証

しました。特にLFPおよびLFMPバッテリーにおいて、エネルギー密度を最大10

Wh/kg向上させ、高放電レートでのDCR（直流抵抗）成長を3倍抑制する効果が確認

されています。これにより、400 Wh/kgを超える次世代バッテリーの実現に向けた重

要な一歩となります。

公開日 2026年09月30日  OCSiAl  不明



詳細

主要成果

OCSiAlは、同社の単層カーボンナノチューブ製品「TUBALL™」が、リチウムイオンバ

ッテリーの性能を画期的に向上させることを発表しました。具体的には、リチウム鉄リ

ン酸（LFP）およびリチウム鉄マンガンリン酸（LFMP）バッテリーにおいて、エネル

ギー密度を最大で10 Wh/kg高めることに成功しました。また、高放電レート条件下で

の直流抵抗（DCR）成長を3倍抑制するという顕著な安定性向上も達成しています。こ

れは、電気自動車やその他の高性能バッテリーアプリケーションにおいて、より長寿命

で効率的な電力供給を可能にする重要な進歩です。

技術詳細

「TUBALL™」は、OCSiAl独自の超低コスト量産技術によって製造されており、幅

広い工業用途への適用が可能です。

ナノチューブがバッテリー電極内の導電ネットワークを強化することで、電子移動が

効率化され、バッテリーの内部抵抗が低減されます。

特に、従来の導電助剤（カーボンブラックや多層カーボンナノチューブなど）と比較

して、非常に少ない添加量（10分の1から60分の1）で同等以上の性能を発揮しま

す。これにより、電極内の活物質比率を高め、結果としてエネルギー密度向上に寄与

します。

この技術は、バッテリーのサイクル寿命延長にも貢献し、バッテリーの劣化を遅らせ

る効果が期待されます。

背景・業界文脈

今日のバッテリー技術において、エネルギー密度と寿命の向上は主要な課題です。特に

電気自動車（EV）市場では、航続距離の延長と充電時間の短縮が求められており、高

性能なバッテリー材料が不可欠です。単層カーボンナノチューブはその優れた導電性と

機械的強度から次世代バッテリー材料として注目されていますが、製造コストと量産性

が課題でした。OCSiAlはこれらの課題を克服し、市場投入可能な価格と規模での提供

を実現しています。



今後の展望

OCSiAlは「TUBALL™」の導入により、400 Wh/kgを超えるエネルギー密度を持つ次

世代バッテリーの実現に貢献することを目指しています。これは、電気航空機や高性能

EVなど、さらなるバッテリー性能が求められる分野での応用を加速させる可能性を秘

めています。また、同社の継続的な量産能力拡大により、ナノチューブを基盤とした高

性能バッテリーがより広範な産業で採用されることが期待されます。

元記事: https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/BROCHURE_SWCNT_ENG_26.09.pdf

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/media/file/2026/09/30/BROCHURE_SWCNT_ENG_26.09.pdf


#13 ナノ粒子パクリタクセル併用療法｜進行肺がん試験

で奏効率78.6%

概要

中国で実施された第II相臨床試験において、ナノ粒子ポリマーミセルパクリタクセルを

化学療法および免疫療法と組み合わせた治療法が、進行肺がん患者に対し78.6%の客

観的奏効率（ORR）を示しました。この治療法は、無増悪生存期間（PFS）中央値

18.2ヶ月という有望な結果を達成し、副作用も管理可能でした。これは、ナノ粒子技

術が従来の治療薬の有効性を高め、がん治療の選択肢を広げる可能性を示唆していま

す。

公開日 2026年10月01日  Bioengineer.org  アメリカ



詳細

主要成果

進行肺がんに対する新たな治療アプローチとして、ナノ粒子ポリマーミセルパクリタク

セルをベースとした併用療法が、中国で行われた第II相臨床試験で驚異的な成果を上げ

ました。この治療法は、進行肺がん患者において78.6%という高い客観的奏効率

（ORR）を達成し、無増悪生存期間（PFS）中央値18.2ヶ月という有望なデータを示

しました。副作用プロファイルも管理可能であり、従来の治療法と比較して患者のアウ

トカムを大幅に改善する可能性が示唆されています。

技術・臨床詳細

治療薬: 薬剤送達システムとしてナノ粒子ポリマーミセルを活用したパクリタクセ

ル。これにより、従来のパクリタクセルよりも薬剤の腫瘍内濃度を高め、全身毒性を

低減することが期待されます。

併用療法: ナノ粒子パクリタクセルは、標準的な化学療法および免疫療法と組み合わ

せて投与されました。この複合アプローチが相乗効果を生み出し、治療効果を高めた

と考えられます。

対象疾患: 進行肺がん。肺がんは世界的に主要な死亡原因の一つであり、新たな効果

的治療法の開発が強く求められています。

試験結果:

客観的奏効率（ORR）: 78.6%

無増悪生存期間（PFS）中央値: 18.2ヶ月

安全性: 副作用は管理可能であり、予期せぬ重篤な安全性シグナルは報告されてい

ません。

これらの結果は、特に治療が困難とされる進行期のがんにおいて、ナノ粒子技術が治

療の有効性を高める可能性を示しています。



背景・業界文脈

肺がん治療は、標的療法や免疫チェックポイント阻害剤の登場により進歩してきました

が、進行期のがん患者に対する治療選択肢は依然として限られています。パクリタクセ

ルは広く使用されている化学療法薬ですが、その溶解性の低さや副作用が課題でした。

ナノ粒子技術は、薬剤の安定性を高め、腫瘍への特異的な送達を可能にすることで、こ

れらの課題を克服する可能性を秘めています。この成功は、ナノメディシンががん治療

にもたらす変革的ポテンシャルを強調するものです。

今後の展望

今回の第II相試験の有望な結果を受け、今後はより大規模な第III相臨床試験に進み、その

有効性と安全性をさらに検証することが期待されます。ナノ粒子パクリタクセル併用療

法が承認されれば、進行肺がん患者にとって新たな標準治療となり、奏効率や生存期間

の改善に大きく貢献する可能性があります。また、このアプローチは、他の固形がん種

への応用可能性も示唆しており、ナノ粒子送達技術のさらなる研究開発が加速するでし

ょう。

元記事: https://bioengineer.org/nanoparticle-paclitaxel-boosts-immunotherapy-response-in-

advanced-lung-cancer-trial/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#14 亜鉛空気電池の酸素電極触媒｜ペロブスカイト複合

体でORR/OER性能向上

概要

ペロブスカイトと窒化炭素の複合材料（LCO/g-C3N4）が、亜鉛空気電池用の高効率

な二機能性酸素電極触媒として開発されました。この触媒は、酸素還元反応（ORR）

と酸素発生反応（OER）の両方で著しい性能向上を達成し、ORRでは開始電位0.87 V

vs RHE、OERでは過電圧380 mV（@10 mA/cm²）を記録しました。これは、次世

代エネルギー貯蔵デバイスの実用化を加速する重要なブレークスルーです。

公開日 2026年10月02日  Bioengineer.org  アメリカ



詳細

主要成果

ペロブスカイトとグラフ型窒化炭素（g-C3N4）の複合材料（LCO/g-C3N4）が、亜

鉛空気電池用の高効率な二機能性酸素電極触媒として開発されました。この革新的な触

媒は、酸素還元反応（ORR）と酸素発生反応（OER）の両方で大幅な性能向上を達成

し、ORRの開始電位は0.87 V vs RHE、OERの過電圧は10 mA/cm²で380 mVという

優れた数値を記録しました。これは、亜鉛空気電池の実用化に向けた重要なブレークス

ルーであり、持続可能なエネルギー貯蔵技術の発展に貢献するものです。

技術詳細

複合材料の構成: この触媒は、ランタンコバルト酸化物（LCO）などのペロブスカイ

ト材料と、グラフ型窒化炭素（g-C3N4）を組み合わせたものです。ペロブスカイト

は高い触媒活性を持つ一方、g-C3N4は優れた電子伝導性と安定したナノ構造を提供

します。

二機能性触媒: 亜鉛空気電池は、放電時に空気中の酸素を還元し（ORR）、充電時に

は水を酸化して酸素を発生させる（OER）必要があります。このLCO/g-C3N4複合

体は、これら二つの反応を効率的に触媒する「二機能性」を示します。

ORR性能: ORRの開始電位が0.87 V vs RHE（可逆水素電極基準）という高い値

は、少ないエネルギー損失で酸素還元を開始できることを意味し、放電時の電池効率

を向上させます。

OER性能: OERの過電圧が10 mA/cm²で380 mVという低い値は、充電時のエネル

ギー消費が少ないことを示し、電池の充電効率を高めます。これは、商業用Pt/Cお

よびRuO2/C触媒の二機能性性能を上回る可能性があります。

相乗効果: LCOとg-C3N4の間の相乗効果により、個々の材料単体よりも優れた触媒

活性と耐久性が実現されています。特に、複合材料界面での電子構造の最適化が、反

応中間体の吸着エネルギーを調整し、触媒活性を向上させたと考察されています。



背景・業界文脈

亜鉛空気電池は、高い理論エネルギー密度、低コストな材料（亜鉛、空気）、そして高

い安全性から、次世代の大規模エネルギー貯蔵システムや電気自動車用バッテリーとし

て注目されています。しかし、ORRとOERの遅い反応速度がその実用化を妨げる大き

な課題でした。特に、これら二つの反応を効率的に触媒できる、安価で高耐久性の二機

能性電極触媒の開発が急務とされています。既存の貴金属触媒（Pt, RuO2）は高価で

あり、その代替材料の探索が重要です。

今後の展望

LCO/g-C3N4複合触媒の開発は、亜鉛空気電池の性能向上とコスト削減に大きく貢献

する可能性を秘めています。今後、この触媒の大規模生産法の確立、実際の亜鉛空気電

池スタックでの長期的な性能と安定性評価が重要なステップとなります。この技術が商

業化されれば、再生可能エネルギーの貯蔵、スマートグリッド、電気自動車など、幅広

い分野での亜鉛空気電池の普及を加速させ、持続可能な社会の実現に貢献することが期

待されます。

元記事: https://bioengineer.org/perovskite-and-carbon-nitride-team-up-to-build-a-better-

battery-catalyst/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 セメントスーパーキャパシタとは｜3Dプリントによ

る電力貯蔵構造材

概要

3Dプリント技術を用いたセメントスーパーキャパシタの研究により、カーボンナノチ

ューブとカーボンブラックを組み合わせて電力貯蔵が可能な構造材料が開発されまし

た。この革新的な材料は、小型LEDへの電力供給に成功し、エネルギー貯蔵と構造機

能の両方を兼ね備えることを実証しました。これにより、建物の壁がエネルギーを貯

蔵できる未来のスマートシティの実現に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年10月01日  Bioengineer.org  アメリカ



詳細

主要成果

3Dプリント技術を応用した研究により、建物の壁にエネルギー貯蔵機能を持たせるこ

とを可能にする革新的なセメントスーパーキャパシタが開発されました。この技術は、

カーボンナノチューブとカーボンブラックをセメントマトリックスに組み込むことで、

導電性の電極材料を形成します。このスーパーキャパシタは、小型LEDへの電力供給に

成功し、エネルギー貯蔵と構造機能という二重の役割を果たすことを実証しました。こ

れは、建材が単なる構造要素からアクティブなエネルギー管理システムへと進化する可

能性を示すものです。

技術詳細

3Dプリントによる統合: セメントベースの材料は、3Dプリント技術を用いて複雑な

幾何学的構造に成形され、導電性インク（カーボンナノチューブとカーボンブラック

を含む）を正確に配置することで、スーパーキャパシタの電極として機能するネット

ワークを形成します。この技術は、カスタマイズされた形状とサイズで電力貯蔵ユニ

ットを建築構造にシームレスに統合できる可能性を秘めています。

材料構成:

セメントマトリックス: 構造的な安定性と耐久性を提供します。

カーボンナノチューブ（CNT）: 高い電気伝導性と大きな比表面積を提供し、電

極材料の導電ネットワークとイオン吸着サイトを強化します。

カーボンブラック: CNTの導電性を補完し、材料全体の導電性を均一化し、コス

ト効率を高めます。

エネルギー貯蔵メカニズム: 開発されたセメントベースの材料は、その多孔質構造と

CNTおよびカーボンブラックの導電性により、電解質中のイオンを電気二重層とし

て吸着・脱着することで電荷を貯蔵します。これにより、従来のバッテリーよりも高

速な充放電が可能です。

デモンストレーション: 試作されたセメントスーパーキャパシタは、小型LEDを実際

に点灯させることに成功し、そのエネルギー貯蔵能力と電力供給機能が有効であるこ

とを実証しました。これは、建物自体が電力を貯蔵し利用する「スマートビルディン

グ」の概念を現実のものにするための重要なステップです。



背景・業界文脈

持続可能な都市開発とエネルギー管理は、世界的な課題です。再生可能エネルギーの導

入が進む中で、その間欠性を補うための効率的なエネルギー貯蔵ソリューションが不可

欠となっています。同時に、建築物の建設においては、材料の効率性と多機能性が求め

られています。従来のエネルギー貯蔵システムは、別個のスペースを必要とし、設置コ

ストも高いという課題がありました。建材自体がエネルギー貯蔵機能を持つというアイ

デアは、この両方の課題を解決し、都市のエネルギーインフラに革命をもたらす可能性

を秘めています。

今後の展望

3Dプリントセメントスーパーキャパシタの開発は、建設業界とエネルギー分野に大きな

影響を与える可能性があります。今後、この技術の大規模な実証、耐久性、安全性（特

に防火性）、および製造コストの最適化が重要な課題となるでしょう。また、より大容

量のエネルギー貯蔵能力、高速充放電サイクル寿命、そして実際の建築物への統合に関

する研究が進められると予想されます。この技術が成熟すれば、建物の壁、床、屋根な

どが分散型エネルギー貯蔵ユニットとして機能し、スマートシティやゼロエネルギービ

ルディングの実現を加速させ、持続可能な未来への貢献が期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/concrete-that-stores-power-3d-printed-cement-

supercapacitors-bring-energy-storage-into-building-walls/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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